















































































































































































































































































因子 共通性 M SD
１ ２
１４ 親しい友だちと同じような格好や行動がしたい ．６３７ ．１６４ ．４５８ ２．４０５ １．０４１
８ 友だちがブランド品・流行の商品などを持っていると，自
分もほしくなる
．６１２ −．１１３ ．４１９ ２．８２８ １．３３８
２２ 流行遅れになるのは嫌だ ．６０４ −．０２７ ．４５５ ３．１６５ １．２３６
１６ 出来るだけ仲間と同じように行動したい ．５９１ ．３８６ ．５６４ ３．１４３ １．０３６
２１ 一人でいると何となく不安で心細くなる ．５５３ ．２７０ ．４０８ ２．９５７ １．２３４
１７ 私は，私の友だちがすることをする ．５２９ ．２７３ ．５０４ ２．２４４ ０．９５５
１１ 何かを決めるときには誰かに相談する ．５２２ ．１４７ ．４７３ ３．３３７ １．１９４
２３ 友だちとは趣味や好みが一致していてほしい ．４６６ ．０３４ ．２８１ ２．９００ １．１１８
１０ 話題になっている TVや漫画・小説などは，見たり読んだ
りする
．４５７ ．０３９ ．３０８ ３．５３４ １．１７７
１５ 自分で決断することは嫌いだ ．４５３ ．２２６ ．３３９ ２．３８７ １．０７０
１８ 友だちに，自分を守ってくれるよう頼むことが多い ．４４２ ．１９９ ．３８８ １．９２８ ０．９１１
１２ 何かをするとき，みんなと一緒だと安心する ．４２７ ．３８５ ．５０１ ３．９０３ １．０１５
７ 自分の考えや意見を言うのを抑える ．０４９ ．７２９ ．４９６ ２．９６１ １．１１３
４ クラスや部活動などでみんなと意見が違うときは，自分の
意見を取り下げる
．０４２ ．６８３ ．４４０ ３．１０８ １．０８４
















５ 自分の意見を主張するより，相手の考えや意見を聞く ．０１８ ．６３８ ．３９３ ３．５６６ ０．９５７
２ あまり目立つようなことはしたくない ．０２９ ．５９１ ．４１１ ３．２５８ １．１２８
３ 人と違ったことはしないでおこうと思う ．３３６ ．５６４ ．５２２ ２．８２８ １．０２８
１９ 多くの場合，人と議論するより，相手に従う ．２１５ ．５５５ ．４４６ ２．７０６ １．０３２
１ みんなと同じようにしようと思う ．４６８ ．４８３ ．５０５ ３．２５４ １．０５８
６ いじめの場面を目撃しても，「いけないこと」とは思いなが
らも傍観者になってしまうことがある
．１１０ ．４１１ ．３０９ ３．３４４ ０．９０４
２０ 友だちに嫌な思いをさせてまで，自分の意見を通したくない ．１５７ ．３９３ ．３０６ ３．７５６ １．０６２
２４ 嫌だと思ってもその意見に従うことがある ．１５０ ．３５５ ．２１４ ３．３９０ ０．９３４






因子 共通性 M SD
１ ２
３１ うれしい気分になることが多い ．８３０ −．００６ ．５８３ ２．６３１ ０．９５４
３３ しあわせだと感じることが多い ．８１９ −．１３３ ．５８９ ２．８２１ １．０２０
２９ 安心感を感じることが多い ．６７７ −．００６ ．３９８ ３．１５１ ０．９１７
２５ 心が満ち足りている ．５７４ ．１２６ ．３２０ ３．１００ １．０１３
２７ 自分に満足している ．４３５ ．１６１ ．２２６ ３．６４９ １．０３５
３２ 本当はそう大したことでもないのに心配しすぎる ．００５ ．７１０ ．３４１ ３．５９９ １．１１１
３４ ひどく失望するとそれが頭から離れない ．１２７ ．６１７ ．３０３ ３．５７３ １．０７３
２８ 気になることを考え出すと緊張したり，混乱したりする −．０９１ ．５８８ ．２５１ ３．１６１ １．１２５
３０ つまらないことが頭に浮かび悩まされる ．０５７ ．４７８ ．２０１ ３．１２５ １．１９４








因子 共通性 M SD
１
３８ 私は，他の人が私のことをどう思っているか気がかりである ．７４６ ．４９８ ３．７４９ １．０５７
３５ 私は，自分自身が周りの人にどのように見えるか気を配っ
ている
．７３５ ．５２３ ３．６３１ １．０４４
３６ 私は，よい印象をもってもらえるようにいつも心がけている ．７２０ ．４４９ ３．４１９ ０．９５９
３９ 私は見かけに気を配る方だ ．６５０ ．４４２ ３．３５５ １．０４５
３７ 私は，家を出る前には鏡を見ることにしている ．５３５ ．３６２ ３．５７０ １．２２４
４０ 私は，何かをしている時，自分がどんな気持ちになってい
るか意識している






























































．３８２ ．１０６ ．１３５ ３．８７１ ０．９００
５３ 人と接するときは，積極的であるよりも控えめな方が良い ．３３１ −．２２２ ．１６０ ２．６８５ ０．９３３
５６ どれほどよい人間かで，友人の数が決まる ．３２４ −．２１２ ．０９９ ２．７２４ １．１７８
４８ 重要人物に取り入るのは賢明（賢いこと）である ．３０９ ．０４４ ．０９９ ３．１０４ ０．９６３
４７ 私は，自分の行動を言い訳したり，謝る必要があると感じ
ることはめったにない
．１７１ ．５４３ ．１４８ ３．６４５ ０．９７４
５１ 私はたいてい，人が反対しても自分の立場を変えない −．０６２ ．３９７ ．１０２ ３．１７６ ０．９７９
５８ 私に対してどんな批判があろうと，私はそれを受け入れる −．０８１ ．２３１ ．０５０ ３．０８２ １．０５１
５４ 私にとって，人との様々な交流の中で“上手に”振る舞う
ことは重要ではない
．０１７ ．２０５ ．１０６ ３．３０５ ０．９６９


















































n.s. not significant, ＊＊p＜．０１
青年期の友人関係における同調行動 ――同調行動尺度の作成――
―１９７―






















































仲間への同調 ．１６２＊＊ ．４５７＊＊ ．３９０＊＊ ．１７６＊＊
自己犠牲・追従 ．２８５＊＊ ．２５３＊＊ ．２９２＊＊ ．２５８＊＊
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 西 真記子・松 本 麻 里
―２０２―
This study was conducted to examine instances of conformity behavior, anxiety, public self−consciousness, and
approval motivation in adolescent friendships. First, a conformity behavior scale was constructed based on ６ different
scales that measure conformity motivation, conformity tendency, conformity orientation and conformity behavior. The
subjects comprised ８３ male and ７２ female university students. They were exposed to item analysis and factor analy-
sis exercises, and a twenty−four−items conformity behavior scale was developed. Second, the hypothesis that adoles-
cents with high anxiety, high public consciousness and high approval motivation have a tendency to conform to oth-
ers was tested. A total of ５７ items were tested on １２３ male and １７１ female high school students. The results
showed that both the internal conformity factor and the external conformity factor are related to anxiety and approval
motivation. Therefore, a part of the hypothesis that says that high school students tend to conform to others because
of their anxiety and motivation to secure the approval of others was verified in this study. Some studies, however,
showed that conforming behavior causes stress in adolescents. In our conclusion, with the view to releasing adoles-
cents from such stress, we suggested that they practice self−assertive behavior.
Conformity Behavior in Adolescent Friendships
KASAI Makiko and MATSUMOTO Mari
―２０３―
